
日本天文学会2018年春季年会

X36a Subaru/IRCS+AO188で分解する z 2のフィールド銀河の星形成領域
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遠方銀河の内部構造を調べ、いつどこで星形成活動が行われたか、個々の銀河がどのようにして質量を集積し
たかを明らかにすることは、近傍宇宙におけるハッブル系列銀河の起源を探る上で非常に重要である。本研究で
は、銀河進化の最盛期である z ∼ 2のフィールドにある Hα輝線により検出された星形成銀河について、すばる
望遠鏡の補償光学システム（AO188）及び近赤外線撮像装置（IRCS）を用いたKバンド帯（1.9-2.3µm）におけ
る高解像度の広帯域、狭帯域撮像を行った。その結果、8.5 < logM∗/M⊙ < 11.5の星質量の範囲にある約 20個
の z ∼ 2の星形成銀河について、約 0.2秒角（∼ 1.6 kpc)の空間分解能で、その内部における星質量、星形成率
密度の分布を得ることができた。本講演では、z ∼ 2の星形成銀河の内部構造についての結果を報告するととも
に、その結果が示唆する銀河内部における星形成活動が中心から外側へと進行してきた様子（inside-out growth)
について議論する。


